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難病「エーラス・ダンロス症候群」の慢性疼痛 

疾患マウスモデルでメカニズムを解析 
 

大阪工業大学（学長：益山新樹）生命工学科の芦高恵美子教授・宇戸禎仁教授、島根大学総

合科学研究支援センターの松本健一教授、大阪医科大学麻酔科学教室の南敏明教授･伊藤誠二

客員教授のグループは、厚生労働省指定難病「エーラス・ダンロス症候群（ＥＤＳ）」の９割

の患者が苦しむ慢性疼痛について、糖タンパク質のテネイシンＸ欠損のマウスモデルを用い

た世界で初めての解析で、患者と同様の神経障害性疼痛が生じることなどを明らかにしまし

た。慢性疼痛の発症メカニズムの一端に光を当て、治療の手掛かりになると期待されます。 
 

【本件のポイント】 

● 「エーラス・ダンロス症候群」の慢性疼痛をマウスモデルを用いて世界で初めて解析  

● テネイシンＸ欠損マウスに患者と同様の疼痛が生じることを確認 

● 慢性疼痛の発症メカニズム解明と治療方法確立につながると期待される 
 

ＥＤＳは発症頻度が 1/５０００

人と推計されている遺伝性疾患で

す。皮膚や関節の過伸展性（伸びや

すい、脱臼しやすい）や脆弱性（裂

けやすい、内出血しやすい）などの

症状が特徴で、原因遺伝子や症状

から１３の病型に分類されます。

患者の９０％に慢性疼痛が見られ

ますが、そのメカニズムは解明さ

れていません。 

研究グループは原因遺伝子の１

つで、コラーゲン線維に結合し関

節や腱、皮膚の結合組織構築を担

う細胞外マトリックス糖タンパク質のテネイシンＸに着目。テネイシンＸ欠損マウスを用いて、

ＥＤＳ患者と同様の神経障害性疼痛の特徴である触覚などの弱い刺激でも痛みとなるアロディニ

ア（異痛症）を誘発することを明らかにしました（図１Ａ）。さらにテネイシンＸ欠損マウスでは、

有髄感覚神経が過敏になっていることも電気刺激実験で突き止めました（図１Ｂ）。 

本研究はモデルマウスを用いたＥＤＳの慢性疼痛の世界で初めての研究で、昨年東京で開催さ

れたＥＤＳの国際学会でも発表し、臨床診断にもつながる研究との高い評価を受けました。 

今後、研究グループはＥＤＳの慢性疼痛発症のメカニズム解明だけでなく、力学刺激が慢性疼

痛を引き起こすメカニズムやコラーゲンを中心とする細胞外マトリックスの疼痛発症の解明も目

指します。 

なお、この研究論文は学術雑誌「Scientific Reports」に掲載されました。 
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